
2020年夏季五輪・パラリンピック開催地が東京に決ま
りました。日本のホスピタリティー精神を「お・も・て・な・
し」というひと言に込めたフリーアナウンサー・滝川クリ
ステルさんのプレゼンテーションは印象的でしたね。フ
ランス語のスピーチの中、あえて日本語で表現したこと
で日本人特有の心づかい、親切心といったものを伝えて
いたように感じます。

ホスピタリティという言葉は「思いやり」「心からのも
てなし」といった意味で今では日常的に広く浸透してき
たように感じます。ホスピタリティ（hospitality）の語源
はラテン語のhospesだと言われています。かつて巡礼者
のために地元の人たちが街路樹に実のなる木を植え食料
にし、また病気になった人の世話をしたことから、それ
が現代のhospital （病院）となり、一夜の宿として提供し
たのが hotel （ホテル） となり、主人をhost、hostessと呼
ぶようになったようです。

医療もサービス業といわれることがありますが、サー
ビスの語源servus（ラテン語の奴隷を意味する）から考
えると違和感があります。それは、医療で提供すべきサー
ビスはマニュアル通りのものでなく、ひとりひとり違った
状況に合わせて自らの意思を持って積極的に対応するこ
とだからでしょう。

理学療法士はもともとホスピタリティ精神にあふれた
技術職あるいは職人と思うのです。しかし、新人の頃は“職
人”に気持ちが傾いているように感じます。モチベーショ
ンが高い分だけ知識や技術をたくさん吸収したいという
ことで頭がいっぱいになり、もしかしたら相手の気持ち
が置き去りになっているかもしれません。私自身、新人
のときを振り返ってみても当時としては一生懸命に相手
のことも考えていたはずですが、極端にいえば“人”ではな
く“カラダ”や“疾患”ばかりを診ていることが多かったかも
しれません。理学療法士の「おもてなし」は相手の身に
なって、苦痛や状態を理解するよう努めることでしょう。
そんなことは百も承知という声が聞こえてきそうですが、

そう思っていても相手に上手く伝えられないとせっかく
の気持ちが台無しになってしまう恐れがあります。身体
の状態を良くしてあげたいと思うばかりに相手の弱点、
欠点の指摘ばかりでは「さあ、一緒に治していきましょ
う！」と言っても相手の気持ちはどうでしょうか。もう一
歩踏み込んで相手のことを考えてみたいですね。同じア
プローチでも思いやりある言葉のかけ方ひとつで相手が
受ける印象は変わるように思えます。

私の所属施設は人工関節置換術（股関節・膝関節）に
特化した専門クリニックです。術後の入院期間が非常に
短いのが特徴のひとつです。原則的に退院日が決まって
いますので、入院中の身体回復がおもわしくない方には
正直なところもう少し長く関わりたいと思いますが、現
状の運営方法のなかで理学療法士として出来るだけの「お
もてなし」をしていきたいと常々考えています。

当院では手術後の経過が良好な方々に「ここで手術し
て良かった」「良い気分で退院を迎えられた」と感じて
頂けるのは当たり前の結果と思っています。回復のおも
わしくない方にとっては「自分の状況を理解してもらえ、
最善を尽くされた」と感じていただけるように相手の気
持ちにより添う対応が安心して退院していただけるため
のカギになると思っています。退院後何年経っても診察
は継続しますので「おもてなし」にも終りはありません。

当院のスタッフは、嫌みなくさらっと相手を褒めながら
気持ちを盛り上げていくタイプあり、相手の興味あるも
のをきっかけに思いを上手く引き出していくタイプあり、
それぞれ個性を持っています。私自身、相手との関わり
方について彼らに気づかされることは多いのです。もち
ろん現状に満足しているわけではなく、接遇をうまくやっ
ているなどという驕りはありません。むしろこの原稿は
何か私自身の反省文を書いている気分にさえなります。

今後も理学療法の技術、知識と「おもてなし」のここ
ろをバランスよく磨き、現場で実践していけるように精
進していきたいと思っています。

おもてなし 湘南鎌倉人工関節センター

鈴木 浩次
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巻頭言



今回、会員ライフサポート部では、パパPTが育児休業を取得したとの情報を聞きつけまして、インタビューに行ってまいりま
した。「イクメン」という言葉はしっかり浸透していますが、世の中の男性の育児休業取得率は、いまだに1％台と少ないのが現
実です。育児休業を取得しなくてもイクメンにはなれます。しかし、誰もが（男女関係なく）家庭の事情などで長期休暇が取得
できる職場環境というのは、働きやすい環境として重要な要素ではないでしょうか。

というわけで、今回のインタビューが、育児休業の取得にまつわることと、職場環境について考えるひとつのきっかけになれ
ば幸いです。

■はじめに…
インタビュー先は、理学療法士20名程度の民間の急性期病

院です。現在は、育児休業取得中のPTが1名、産休中のOTが1
名とのことでした。それぞれに非常勤が1名ずつ勤務している
とのことです。

■育児休業取得経験のあるパパPTに聞いてみました
• 育児休暇の取得はいつから考えていましたか？

「もう1年以上前のことで曖昧になってきましたが、次
男の出産予定日の1 ～ 3か月くらい前だったと思いま
す。育児休業のことは、長男が生まれた時に父親も取
得できることを知りました。長男の面倒もみながら、
産後に次男もみるというのは、両親の助けをお願いし
たとしても無理があると思っていました。」

• 誰と相談して決めましたか？　いつ頃相談しましたか？
「1 ～ 3か月前に、妻、職場の上司、その時同じ部署で

働く同僚に相談したような気がします。」
• 相談した時の反応はどうでしたか？

「妻は嬉しそうでした。職場の反応はよくつかめない感
じでした。特に反対はされませんでした。」

• 育児休暇の期間は？長かったですか？短かったですか？
「1年くらい前でしたが、産後6週間くらいだったと思い

ます。短かったですね。」
• 育児休暇をとってみてどうでしたか？

「よかったのは、長男と長く過ごせて、次男の成長をしっ
かり見ることができたことです。意外と大変だったの
が、長男のかんしゃくでした。私は主に長男を面倒見
ていたのですが、母親が次男をみていたので、長男が
次男に母親を取られたと思って、やきもちがひどかっ
たです。でも、育休のおかげで、これまでよりももっ
と親になれた気がしました。
仕事のことは、家でできるような学術的なことのみし
ていました。臨床は、同僚がしっかりしているので、
特に気になりませんでした。仕事復帰も違和感なくで
きました。他のスタッフにも、子供の成長をみれる貴
重な時間ですので、育児休業の取得はお勧めです。」

■同僚の方たちに聞いてみました
• 「育児休業の取得自体は本人にとってもいいことだと思い

ますし、許可してもらえることはいいことだなと思って
いました。自分の夫になる人も家族のことを考えて行動
してくれる人だといいなと思うし、自分も育休をとるぞ！
と思いました。ただ、同部署で働いているスタッフは休
みも取りにくく大変そうでした。もう少し他部署からフォ
ローできる体制がとれればいいなと感じながらも、どう
することもできませんでした。」　

• 「最初は育休を取れるような職場は素敵だと思い、頑張っ
ていましたが、だんだん、疲れてきました。応援をうま
く頼めず、自分で乗り切らなきゃいけないと思い、本当
に大変になってしまいました。応援が頼みやすい、応援
に行きやすい体制が作れないと続けられないなと感じま
した。」

• 「そういえば現在ママPTはいません。育児しながらじゃ大
変だと心の奥底で感じていたし、具体的にどうやって乗
り切れるのかは想像も、準備もしていませんでした。と
ころが、パパの育児休業なんて関心もなさそうだと思っ
ていた同僚は、ちゃんとパパで、仕事のことだけでなく
て家族のことも考えていると改めて認識しました。これ
からはこういった選択肢も「あり」だとこの職場にやっ
と示せたような気がします。あとは、それを遠慮しすぎ
ることなく取得できるようなフォローの方法を考えてい
くことと、後に続く人がいることが大事と思います。幸
い今は続いてくれている人がいます。今回、インタビュー
してもらって周囲の負担も改めて知り、休暇中のフォロー
体制を、みんなと考えていかなければいけないと思いま
した。」

■上司の方（PT）にも聞いてみました
•  相談を受けた時どう思いましたか？

「理学療法士は、小児から高齢者まで、さまざまな世代
を対象とします。ですから自己経験に基づく考察も有
用であると思います。育児・介護休暇は「今しか経験
できない事」ですので、積極的にかかわることがよい
と思いました。」

• 育児休業を取得する人が出て来てから、考えが変わった

会員ライフサポート部
活 動 報 告
職場環境を考える

第 42報パパPTの育児休業をインタビュー
会員ライフサポート部　（萩原・寺尾）
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こと、よかったこと、困ったことなどありますか？
「長期休業を取得する人が出てくることによって、介護

休業を取るベテランのフォローは中堅が、育児休業を
取る中堅のフォローは若手など、フォローする側の責
任感や自覚など成長促進にもつながっていると思いま
す。困るとすれば、出来高分の減収でしょうか。6週間
など期間限定の年度途中の休業の補充はできませんで
したが、週2日ではありますが1年間のアルバイトをお
願いすることができました。アルバイトなどで補充す
るなど、職場や士会のバックアップ体制の整備が必要
です。」

• これからの人に要望や伝えたいこと（心構えも含めて）
はありますか？

「PTとして定年を迎える人も増加すると思います。各個
人のライフサイクルに合わせて、『結婚→育児→介護→
定年』は、その時々で経験するべきものです。遠慮せ
ずに順番に取得すれば『持ちつ持たれつ』の職場環境
が整うと思います。」

■最後に…
いろんな人からお話を聞くことができました。ご協力に感

謝いたします。
これまでは、育児休業をとることなく、やめてしまったス

タッフも少なくないとも聞きました。職場環境に課題がない
わけではありません。しかし、このように前例ができれば、
続いていく人も増え、それが当たり前な環境になり、働きや
すい職場について考えるきっかけになることでしょう。社会
環境のバックアップもまだまだ不十分です。今回インタビュー
に応じていただいたパパPTの奥様は、保育園の空きがなく復
職したいのにできていないとのことです。それでも、安倍総
理が「女性の力を経済成長のカギに」と言っていたように、
社会の動きを味方につけ、理学療法士の世界も業務の内容、
環境ともいい方向に進むよう、私たちは理想を高く取り組ん
でいきたいと心新にしました。

    会長
行動報告

8月~
　　　9月

月 日 内容 場所

8 月 1 日（木） 常任理事会、会務処理 事務所

6 日（火） 会務処理 事務所

20 日（火） 会務処理 事務所

20 日（火） 49 回学会準備委員会、会務処理 事務所

27 日（火） 第 2 回理事会、会務処理 事務所

31 日（土） 協会選挙制度検討特別委員会 田町カンファレンスセンター

9 月 2 日（月） 会務処理 事務所

4 日（水） 会務処理 事務所

4 日（水） 県医療専門職連合会理事会 放射線技師会事務所

10 日（火） 常任理事会、会務処理 事務所

15 日（日） 関東甲信越ブロック協議会士会長会議 大宮ソニックシティー

15 日（日） 埼玉県士会公益社団法人移行祝賀会 大宮

23 日（月） 協会選挙制度検討特別委員会 田町カンファレンスセンター

24 日（火） 第 4 回事業運営会議、会務処理 事務所

26 日（木） 49 回学会準備委員会 事務所

28 日（土） 役員研修会、懇親会 事務所
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訪問リハビリテーションに関するお知らせ③
介護保険部　訪問リハビリテーション係

（1）第4回訪問リハビリテーション実務者研修会が終了しました。
平成25年9月21日（土）～ 22日（日）に神奈川県理学療法士会・作業療法士会・言語聴覚士会共催による第4回訪問リハ

ビリテーション実務者研修会が開催されました。
県内から訪問リハ従事者及びこれから訪問リハに携わる予定の方々、総勢67名が参加されました。
今回の実務者研修会はテーマを「連携」として構成しました。

研修内のグループワークでは、「生活に有効な他職種との連携」
ということで介護支援専門員8名・訪問介護事業所のサービス提
供責任者8名の方々に参加協力を得て、ディスカッションに参加
していただきました。各職種間における連携の現状について互
いに問題提起しあい、課題抽出、解決策の検討がされ、かなり
活発な意見交換が行われていました。課題を共有しあうことで
利用者に対してより有効な連携が図れる糧となったのではない
でしょうか。

今回、課題について地域性まで踏み込んでおらず、県内地域
で抱えている課題の違いについては今後検討の場が必要と思わ
れます。士会としても、取り組んでいく方向でおります。皆様方、
御協力のほど、よろしくお願いいたします。

（2）訪問リハビリテーション振興財団主催　管理者研修会（旧：フォローアップ研修会）開催期間変更について
管理者養成研修会STEP3修了者対象に開催される管理者研修会が下記のように変更されておりますので、ご確認ください。

★管理者研修会（旧：フォローアップ） 開催日程 ※昨年度からは開催期間（2日間）の点で変更が生じております。
　第2回訪問リハビリテーション管理者研修会～東京会場～ 平成26年2月15日（土）～ 2月16日（日） 
　会場 ： 社団法人 日本交通協会 大会議室 （ 東京都千代田区丸の内三丁目4番1号 新国際ビル 9階 ） 

…平成25年12月16日（月） 正午＝お昼12時 より受付開始 ※ STEP3 修了者を対象
詳細につきましては、合同会社ジーンのHPをご参照ください。
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学会情報

第49回日本理学療法学術大会だより（No.6）
学術局　上杉 上　（横浜市立大学附属病院）

第6報は学会準備委員の紹介です。
いよいよ大会当時まで半年となり、大会準備も時間に追われるようになりました。今後より一層、会員一人ひとりのお力

が必要となりますので、大会終了まで何卒よろしくお願いいたします。

      広報局 
 

局  長  小山 理恵子 
       鎌倉リハビリテーション 
       聖テレジア病院 
副局長  横山 仁志 
       聖マリアンナ医科大学病院 
HP作成管理担当   森尾 裕志 
       聖マリアンナ医科大学病院 
カメラ撮影担当  五家 章伸 
       大船中央病院 

       事務局 
 

局   長 上杉 上 
        横浜市立大学附属病院 
総務部長 藤浦 達 
        横浜市立大附属 
        市民総合医療センター 
庶務部長 島津 尚子 
        横浜市立大学附属病院 

     運営局 
 

局  長   炭 孝昭    
       太田総合病院 
副局長 鍋島香峰子  
       七沢リハビリテーション病院 
      中村 啓文   
       横浜リハビリテーション 
        専門学校 
      田中さえ子   
       けいゆう病院 

大会長  長澤 弘 
神奈川県立保健福祉大学 

 
副大会長 秋田 裕 

神奈川県理学療法士会事務局 
 

準備委員長 小西聡宏 
横浜市立大学附属病院 

相談役  
 

井上 保 
県立総合療育 
相談センター 

    財務局 
 

局 長  植木 琢也 
      横浜市立 
      脳血管医療センター 

      江井 佐知恵 
      横浜市立市民病院 

         渉外局 
 

局    長    佐藤 史子      

            横浜市総合リハビリテーションセンター 
副 局 長   河辺 信秀      

            茅ヶ崎リハビリテーション学院 
渉外部長  山﨑 哲司      

           横浜市総合リハビリテーションセンター 
副部長    田治 秀彦 
展示担当   横浜市総合リハビリテーションセンター       
広告担当  根本 敬  湘南鎌倉総合病院 
渉外企画部長  田中 一秀   (株)Awesome life 
        平木 幸治     
          聖マリアンナ医科大学病院 
        下田 栄次     
          あべ整形外科 

 

       学術局 
 

局      長   菅原 憲一   
          神奈川県立保健福祉大学 
学術企画部   高木 峰子   
          神奈川県立保健福祉大学 
ライフサポート企画 寺尾 詩子   
            聖マリアンナ医科大学病院 
 

セミナー企画担当  鈴木 智高  
          神奈川県立保健福祉大学 

各賞選考担当 藤井 伸行   三浦市立病院 
学術演題部    渡邊 裕之   北里大学 
専門領域担当 松元 裕明  東芝林間病院 
座長選考担当  河端 将司  相模原協同病院 
演題担当     見井田和正 北里大学病院 
             山崎 弘嗣  昭和大学 
学術誌部     中村 大介  昭和大学 
学術誌担当    稲葉 康子   昭和大学 



県
学
会
新
聞

ラ
ン
チ
ョ
ン
セ
ミ
ナ
ー

「
旅
と
リ
ハ
ビ
リ
」
に
、

つ
い
て
、
宮
地
秀
行
先
生

よ
り
御
講
演
い
た
だ
き
ま

す
。
身
体
が
心
配
で
旅
行

は
無
理
と
諦
め
て
い
る
方

は
皆
さ
ん
の
周
り
に
も
い

る
の
で
は
？
本
講
演
で
は

旅
行
そ
の
も
の
の
リ
ハ
ビ

リ
と
し
て
の
効
果
や
バ
リ

ア
フ
リ
ー
旅
行
の
現
状
に

つ
い
て
有
用
な
情
報
を
得

ら
れ
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

地
域
防
災
に
つ
い
て

東
日
本
大
震
災
を
契

機
と
し
て
始
ま
っ
た
地

域
防
災
と
理
学
療
法
士

の
役
割
に
つ
い
て
、
下

田
栄
次
先
生
よ
り
お
話

い
た
だ
き
ま
す
。
先
生

は
災
害
対
策
に
つ
い
て

他
業
種
間
協
議
を
重
ね
、

月 日よりＨＰ上でお得な事前参加
登録を開始予定です（ 月末まで）

こ
れ
が

会期と会場 
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平成 年 月 日
ワークピア横浜
（みなとみらい）

学
会
賞
ノ
ミ
ネ
ー
ト
演

題
セ
ッ
シ
ョ
ン

学
会
賞
審
査
委
員
に
て
、

一
般
演
題
の
抄
録
を
基
に

ノ
ミ
ネ
ー
ト
演
題
を
決
定

し
ま
す
。
当
日
は
審
査
員

が
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

を
基
に
審
査
し
、
学
会
賞

受
賞
者
を
決
定
し
ま
す
。

候
補
者
と
審
査
員
と
の
質

疑
応
答
に
も
注
目
下
さ
い
。

セミナー、参加型シンポジウムについても 月 日
より開始（ 月末締切）。応募者多数の場合は抽選となります。

メイン会場 会場４ その他 

機器
展示 
・ 
書籍
販売 
・ 
託児
室 

Hands on 
セ
ミ
ナ
ー

①
～
④ 

会場２ 会場３ 

教育講演 

県民公開
講座 

ランチョン
セミナー 

学会賞ノミ
ネート演題 

 
口述発表 

健康
チェック 

 
理学療法
相談 

参加型 
シンポ 
ジウム 

ポスター
発表 
Case 

Movie 
Discussion 

地域防災
について 

学
会
概
要
だ
！

盛りだくさん！！ 

ネット同時中継
無料だよ 

演題登録90題！ 

Ｈ
ａ
ｎ
ｄ
ｓ
ｏ
ｎ

セ
ミ
ナ
ー

各
セ
ミ
ナ
ー
共
定
員

２
０
名
を
予
定
し
、
講

師
は
①
坂
田
淳
先
生

（
投
球
障
害
）
②
濱
崎

伸
明
先
生
（
呼
吸
の
診

方
）
③
園
部
俊
晴
先
生

（
下
肢
特
殊
テ
ス
ト
・

歩
行
分
析
）
④
大
澤
美

代
子
先
生
＋
木
村
義
肢

（
脳
卒
中
患
者
へ
の
装

具
処
方
）
と
多
彩
で
す
。

参
加
お
申
し
込
み
は

１
月
６
日
よ
り
Ｈ
Ｐ

上
に
て
開
始
予
定
で
す

（
別
途
資
料
代
千
円
）
。

参
加
型シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム

少
人
数
で
グ
ル
ー
プ

を
作
り
、
一
つ
の
テ
ー

マ
に
つ
い
て
意
見
交
換

を
行
う
場
に
な
り
ま
す
。

（
他
職
種
の
方
の
参
加

も
予
定
）
。
こ
ち
ら
も

１
月
６
日
よ
り
事
前
受

付
開
始
予
定
で
す
。

マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成
や
普
及

活
動
に
努
め
て
お
ら
れ
ま

す
。
要
援
護
者
へ
の
支
援

や
リ
ハ
ビ
リ
の
関
わ
り
に

つ
い
て
興
味
深
い
お
話
を

聞
け
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

遠
隔
地
中
継
や
託
児
所
の

案
内
な
と
、
い
ず
れ
の
項

目
も
Ｈ
Ｐ
上
で
随
時
紹
介

し
て
い
き
ま
す
。
是
非
ご

覧
下
さ
い
。
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